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票
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七
月
十
五
日
に
決
定

　
第
九
回
農
業
委
員
統
．
選
挙
は
ヒ

月
卜
．
κ
日
へ
火
》
に
実
施
さ
れ
る
事

が
決
定
し
ま
し
た
。
昭
和
．
．
卜
六
年

K
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
て
か
ら
。
．
．
年
毎
に
統
．

選
挙
が
行
わ
れ
、
選
ば
れ
た
農
業
委

員
を
中
心
と
し
た
委
員
活
動
は
地
域

農
業
、
農
政
の
た
め
こ
れ
ま
で
重
．
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
、

　
今
日
の
農
業
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お
か
れ
た
厳
し
い
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時
半
よ
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へ
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開
催
さ
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す
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へ
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総
合
セ
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オ
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ブ
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し
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か
ら
．
．
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過
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た
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五
月
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．
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団
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へ
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っ
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ん
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話
し
て
や
ろ
う
か
な
あ
1
図
書
室
を
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す
る
小
以
子
王
ー

踏
敷
訣
儀
臓
況

尚
体
』
ハ
6
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謝
状

月
、
一
．
．
八
団
体
、
．
○
．
．
．
用

八
名
V
．
六
．
五
八
名
の
利
　
　
d
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禾

川
者
を
．
五
月
末
の
人
口
で

み
ま
亥
村
民
・
～
一

七
人
に
．
人
の
契
・
い
で
タ

利
川
し
た
事
に
な
り
ま
す
　
　
、
ノ

．
日
に
最
も
多
く
利
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

れ
た
の
は
、
団
体
で
は
四

団
体
・
人
数
で
は
6
七
合

名
と
な
っ
て
い
享
。
各
総

月
の
対
象
別
利
用
状
況
で

は
、
四
月
は
、
幼
児
小
学
生
一
団
体

二
〇
名
、
青
少
年
四
団
体
一
、
西
名
、

老
人
一
団
体
一
七
四
名
（
敬
老
会
）

　で’
1〔役般
月場六‘こ　ノk　卜耳

は団体
レ￥体二
少九九
年し1〔
　名名

4、5月の報告から

公
庁
関
係

　
　
　
　
　
．
羽
本
．
．
五

　
　
　
　
　
　
ー
f

六
名
、
婦
人
一
団
体
七
〇

名
、
成
人
．
団
体
ヒ
名
、

．
般
二
団
体
、
モ
一
名

役
場
一
四
団
体
五
一
．
西
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
か
ら
も
わ
か
る
様
に

団
体
と
し
て
の
利
用
は
あ

る
も
の
の
個
人
と
し
て
の

利
用
、
例
え
ば
図
書
室
で

あ
る
と
か
、
ロ
ビ
ー
の
利

用
等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
以
上
が
過
去
ニ
ケ
月

に
わ
た
る
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
で
す
。

　
六
月
に
人
っ
て
か
ら
は
連
日
小
学

生
が
訪
れ
、
読
書
や
宿
題
に
図
書
室

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

情
勢
と
農
業
委
員
会
の
も
つ
任
務
を

ふ
ま
え
る
と
、
へ
・
回
の
統
一
選
挙
は

い
ま
ま
で
以
L
に
重
要
な
意
義
を
も

つ
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

村
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
も
と
よ
り
、

住
所
が
な
く
と
も
本
籍
の
あ
る
人
な

ら
ば
参
加
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
有
、
無
に
つ
い
て
は

近
日
中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
の
照

会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御

協
力
の
程
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

又
、
こ
の
照
会
と
同
時
に
村
内
在
住

者
に
対
し
て
は
、
郡
市
社
教
振
興
会

青
少
年
部
会
で
実
施
す
る
「
新
成
人

の
生
活
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
」
が

行
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
尚
、
当
日
の
受
付
は
八

時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
。
受
付
が
済

み
次
第
、
式
典
に
は
い
り
ま
す
。

公
開
ケ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
研
究
会

－
郡
市
保
護
司
会
で
i

　
犯
罪
防
止
を
目
的
と
し
た
公
開
ケ

ー
ス
研
究
会
が
次
の
通
り
開
か
れ
ま

す
。
一
般
の
方
々
の
参
加
を
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

一
、
期
日
　
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時

一
、
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
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抱

負

　
山
々
の
残
雪
も
消
え
、
若
葉
の
緑

も
一
層
目
に
鮮
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
よ
う
や

く
田
植
え
も
終
り
、
ホ
ッ
ト
一
息
つ

い
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
中
里
村
青
年
会
で
は
五
十

年
度
定
期
総
会
も
終
え
、
新
役
員
の

決
定
と
共
に
今
年
度
の
活
動
の
ス
タ

ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
村
内
の
若

者
と
仲
問
に
な
ろ
う
。
道
で
合
っ
た

ら
「
ヨ
ォ
ッ
」
と
気
軽
に
声
を
掛
け

合
え
る
、
そ
ん
な
仲
聞
作
り
を
め
ざ

し
て
、
登
録
会
員
数
．
白
名
を
目
標
に

し
て
活
動
に
人
っ
て
い
ま
す
。

青
年
会
内
部
に
も
サ
ー
ク
ル
活
動
が

｛疋

着
し
、
現
在
六
サ
ー
ク
ル
が
活
発

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

中
里
村
青
年
会
長

　
　
　
　
村
山
　
和
政

　
そ
の
内
訳
は
料
理
サ
ー
ク
ル
、
ダ
ン

　
ス
サ
ー
ク
ル
、
学
習
サ
：
ク
ル
、
ギ

　
タ
ー
サ
ー
ク
ル
、
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
サ

　
レ
ク
ル
、
山
の
会
サ
ー
ク
ル
（
サ
ー

　
ク
ル
わ
ら
っ
ち
ょ
）
の
六
サ
ー
ク
ル

　
で
す
。
又
、
現
在
結
成
さ
れ
つ
つ
あ

　
る
写
真
サ
ー
ク
ル
を
入
れ
ま
す
と
非

　
常
に
多
種
多
様
、
色
々
な
性
格
を
も

　
っ
た
グ
ル
ー
プ
活
動
が
で
き
る
と
思

　
い
ま
す
。
又
、
新
サ
ー
ク
ル
結
成
の

　
要
望
が
あ
れ
ば
サ
ー
ク
ル
結
成
に
全

　
力
を
つ
く
す
用
意
も
あ
り
ま
す
。

　
又
、
村
内
は
も
と
よ
り
近
隣
市
町
村

　
の
各
団
体
と
も
交
流
を
深
め
、
積
極

　
的
に
色
々
な
問
．
題
を
考
え
、
活
か
し

　
合
い
、
自
分
達
だ
け
で
解
決
し
よ
う

　
と
せ
ず
、
色
々
な
人
達
の
意
見
を
聞

　
い
て
人
間
的
に
豊
か
な
面
を
そ
な
え

第
三
回
郡
市
婦
人

　
　
　
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
か
る

　
第
L
上
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の

行
事
と
し
て
去
る
八
日
、
第
．
．
両
郡

市
婦
人
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
川
西

町
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

中
里
村
チ
ー
ム
は
第
一
試
合
で
川
西

A
チ
ー
ム
と
対
戦
。
第
一
、
第
ニ
セ

ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
2

1
1
1

5
、
21
－
17

の
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
っ
た
が
、
第
二

試
合
の
津
南
B
チ
ー
ム
戦
、
第
三
試

合
の
十
日
町
A
戦
に
連
敗
。
対
戦
成

績
を
一
勝
二
敗
と
し
、
五
位
に
と
ど

ま
っ
た
。
今
大
会
の
成
績
順
位
は
次

の
通
り
。

　
優
勝
　
十
日
町
A
チ
ー
ム

　
　
　
位
　
津
南
A
チ
：
ム

　
　
　
位
川
西
B
チ
ー
ム

　
　
　
位
　
津
南
B
チ
ー
ム

な
お
、
六
月
二
十
一
日
の
土
曜
日
よ

り
毎
月
第
一
、
第
三
土
曜
日
を
練
習

日
と
し
、
田
沢
中
体
育
館
で
七
時
半

か
ら
九
時
半
ま
で
練
習
い
た
し
ま
す

の
で
多
数
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
案
内

い
た
し
ま
す
。
対
象
者
は
既
婚
婦
人

で
す
。

た
若
者
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
又
、
村
民
の

皆
様
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
皆

様
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
行
事

を
い
く
つ
か
行
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
事
を

深
く
御
利
解
の
う
え
、
今
年
も
中
里

村
青
年
会
を
盛
り
立
て
て
下
さ
い
ま

す
よ
う
村
民
の
皆
様
の
一
層
の
御
協

力
、
御
指
導
を
お
願
い
し
、
簡
単
で

琳
誇
警
縷
雛
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
去
る
五
月
十
四
日
の
定
期
大
会
で

左
記
の
通
り
新
役
員
が
決
定
し
ま
し

た
。

副
会
長

　
井
之
川
求
（
上
山
）

　
古
高
　
　
稔
（
朴
木
沢
新
田
）

　
江
．
口
　
節
子
（
干
溝
）

事
務
局

　
早
川
　
一
晴
（
田
　
中
）

　
　
　
　
　
亀
9
亀
3
篭
2
亀
3
亀
9
亀
3
蓄
9
垂
・
，
亀
3
亀
9
垂
一
…
3
亀
9
亀
3
亀
9
亀
3
亀
の
…
3
亀
9
亀
3
亀
の
…

健
康
家
庭
表
彰
さ
れ
る

　
去
る
六
月
十
三
日
、
保
健
課
で
選

ん
だ
昭
和
四
十
九
年
度
健
康
家
庭
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
健
康
家
庭
の

選
｛
疋
基
準
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
世
帯
で
あ
っ
て
、
加
人
者
が
二
人

以
L
い
る
事
、
医
療
費
の
か
か
っ
た

額
が
一
人
当
り
千
円
以
内
で
あ
る
事

保
険
料
が
完
納
さ
れ
て
い
る
事
及
び

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
や
予
防
接
種
等
を

積
極
的
に
受
け
、
衛
生
思
想
の
良
好

で
あ
っ
た
世
帯
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
被
表
彰
世
帯
は
次
の
二
五
世

帯
で
し
た
。
世
帯
主
氏
名
（
部
落
）

村
山
治
、
服
部
和
一
（
田
沢
）
服
部

上は健闘する中皇チーム　下は豪彰式のもよう
　　　　　　　　。　　　婁　一撤　　雛

国
民
年
金
の
は
な
し

　
　
1
再
開
五
年
年
金
の
さ
か
の
ぼ
り
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

　
再
会
五
年
々
金
は
、
加
入
し
た
月

か
ら
五
年
間
保
険
料
を
納
め
、
六
五

才
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
老
令
年
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
制
度
に
加
入
し
た
人
は
高
齢
の
た

め
、
五
年
間
の
保
険
料
を
納
め
終
っ

た
時
に
は
す
べ
て
の
人
が
六
五
才
を

．
越
え
、
な
か
に
は
老
令
福
祉
年
金
の

支
給
が
始
ま
る
七
〇
才
を
こ
え
る
人

も
で
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
人
に
一
日
も
早
く
年
金
を
支
給
す

す
る
前
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
保
険

料
を
納
め
る
事
が
で
き
る
仕
組
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
に
ょ
り

保
険
料
を
納
め
る
と
、
明
治
43
年
7

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
今
年

の
7
月
分
か
ら
、
そ
の
他
の
人
は
六

五
才
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
老
令
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
さ
か
の
ぼ

り
保
険
料
は
一
ケ
月
九
百
円
で
、
納

め
る
事
が
で
き
る
の
は
6
月
30
日
ま

で
で
す
。
ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
は

、
　
期
限
内
に
納
め
て
下
さ
い
。

勤
（
東
田
沢
）
、
小
柳
福
一
，
（
如
来

寺
）
、
樋
ロ
キ
ヨ
シ
、
樋
口
、
一
作
（

干
溝
）
、
上
原
正
夫
（
通
り
山
）
、

富
井
宗
五
郎
（
市
之
越
）
、
外
山
新

吾
（
鷹
羽
）
、
清
滝
宗
平
（
東
田
尻

）
、
桑
原
秀
治
、
滝
沢
繁
久
（
角
間

）
、
山
田
友
治
（
倉
下
）
、
山
本
荘

藍
監
▼
』
　
　
～

平
、
藤
ノ
木
伴

成
、
山
本
進
あ
ハ

（
小
出
）
、
南

雲
正
平
（
芋
川

、
高
橋
太
一

鈴
木
重
雄
（
原

町
）
、
高
橋
悌

二
郎
、
大
島
今

朝
一
（
新
里
）

鈴
木
寛
一
郎
、

滝
沢
ス
ヅ
エ
（

重
地
）
、
滝
沢

ハ
ッ
イ
（
田
代

）
、
徳
井
田
宋
一

（
堀
之
内
）

　
失
い
か
け
た
あ
な
た
の

　
　
受
給
権
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
老
令
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
り
、

免
除
を
受
け
た
り
し
た
期
間
が
25
年

以
上
（
生
年
月
日
に
よ
り
10
年
か
ら

24
年
に
短
縮
さ
れ
る
）
あ
る
事
が
必

要
で
す
が
、
保
険
料
は
納
期
限
か
ら

二
年
経
つ
と
時
効
と
な
っ
て
納
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
長
期
間
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
の
な
か
に

は
こ
の
様
な
人
が
で
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
12
月
31
日
ま
で
な
ら

こ
の
時
効
と
な
っ
た
未
納
保
険
料
が

納
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
一

ケ
月
九
百
円
（
た
だ
し
48
年
3
月
分

ま
で
の
強
制
加
入
期
間
に
限
る
）
で

す
。
受
給
権
を
確
保
し
て
い
な
い
人

は
こ
の
特
例
納
付
を
す
る
こ
と
で
受

給
権
が
得
ら
れ
ま
す
し
、
又
、
受
給

権
を
確
保
し
て
い
る
人
で
未
納
期
間

の
あ
る
人
も
、
未
納
期
間
を
穴
埋
め

す
る
事
に
よ
り
満
額
の
年
金
を
受
け

る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ

な
た
の
受
給
権
を
確
保
さ
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
つ
い
て

　
家
庭
が
苦
し
か
っ
た
り
、
災
害
や

失
業
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、

保
険
料
を
収
め
た
く
と
も
納
め
る
事

が
で
き
な
い
人
に
は
保
険
料
を
納
め

る
事
を
免
除
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
た
と
え
事
情
が
あ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
事
が
で
き
な
い

場
合
で
も
免
除
の
取
り
扱
い
を
す
る

事
で
未
納
期
間
と
せ
ず
、
将
来
、
年

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
配
慮

か
ら
設
け
ら
れ
た
仕
組
で
す
。

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
手
続
き
を

し
た
う
え
で
基
準
に
あ
て
は
ま
る
か

ど
う
か
の
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
怠
っ
て
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
も
あ
り
ま
す

の
で
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

年
間
を
通
じ
て
免
除
を
希
望
す
る
人

は
早
目
に
（
七
月
末
が
期
限
V
手
続

き
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
尚
、
免
除

を
受
け
た
期
問
の
年
金
額
は
保
険
料

を
納
め
た
場
合
の
吉
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
免

除
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
で
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
事
の

で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
詳
し
く
は
年
金
係
へ
）

嵐
が
一
年
も
紡
，
い

大
風
の
後

た
例

』
よ

‘
　
‘

は
な
い

必
ず
き
れ
い
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な
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が
あ
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有す宅又得上旧営まな事は及
権る敷’で）貝耕すけ又’び農　曲

毒鰹欝騨羅
1難髪縄難甥
薯島警饗呈鑑丁厳寂奪更鴇茗有
葦箭ど蓬克叢厳去藝蕊弩難食響権

移

けつ採恵

藤郵馨壇軽活章鰯鶴変
餐繕と嚢i　　墾凝馨勝
襟舞紬の　警発。難
1。1鍵実知繋1

く　　日　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　馬

7　来
月た昭31る和　　　亡
日　7　五　　　’巳5、

午月＋　れ
後29年
5日度　ず時午の
ま前循　　に
で8環男晴鰻．循
雀書馨つ環

れしい地おけの設
誌鰐錆警転
耀灘雛鴇箸なけ　’地とをり合　に
おれそ区こり県に
’壁の域ろな知も　っ
翻礁力溝雛い
ををか定農に許り
書爵濠糞毒隻裏鑑て
ずら外て興て受法

て○校け器
わに催月申た処以十行に
せつ）の請し理上分為転
ていに農さてのの注の用
下て諮業れお関許意停し
さはり委たり係可し止た
い農ま員もまか患てを場
o業す会のすら請下命合　委　。＿に　。毎書さぜ　’
　員そ毎つ二日のいら工
　会の月い十二締　oれ事
　に他下て日十切　　まそ
興鯉ぞ專望垂　魏

　合細開のにい務　　での

ん象な彙ん転人集　　　　で建け霧吹書の
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　桐　　け　　前　　がシと早の　　る　oん　　年

毒鱒鰯饗嬉蓋　る　　ら　　も　　の迄頭　○人　　が　　か　　が

い才で　検
毛蕪ま診
扉辛享し
年以　。
終下対　よ
τ鴬．
たとは　つ
国な満
’つ四

背七
き月
動中
馨予に
蒙定お
、　納忘

ま税れ
皇第な

と一く
、1期

よ分

児れは必　1．i体
童てそ要フと　’児
らいのでになも童
がる手あ対ろしがそも続るすう　く　自
ののきがるとはら
頁重乞書盆著¢事
とのて少のに　1ん
犠欝悪％重
のきが十表のメつ
自は行字示グンの覚　’わでがルバ団

青磁麹繊藤難県
雀　謹禦騨肇毛撫勢

か資

ぽを憲肇鶉
れし減中悩
てて少の卒
い死し発中
ま亡た生特
す原と及別
。因いび対
当の　う　そ策

昌㌧齢妻
尿プのよの
検にいる結
査あぜ死果

翻
．
動
葛
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oる　る保
　人事健
　はに指
　忘な導
　れ　っ　’
　ずて栄

豊蟹醗所ε腸
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あ灘雛じ噺星嘱準薙裏邊樂餅
西難麓哩磐

　こは税に月　さはめ
　と　’基納三れ　’る
　に予準め1・ま六事
　な定額て一す月に
　つ納がr日の中な


